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対牲1こ〃㌣、て－ ニーま‾ ソル∫‾円く匂密接輝川鍋、司法叱聾子．．．撃  
尋Iく手jと同俵やすフて、由慶こ横顔lくよる竣化は胡み机布かり声。   

ルズJヱ♂と潟東奄索拷†よ、草だ及淡紫の放映も猿払レイいく、Y句五∴  

戒里程で牒った。   

〝く／4∫樽草ズ・も比穀細緻く、喪が前払2苛穫）こ酸べ小胆・や枚封少く  

且っ出穂通草いくとかち、おしろ津具間違梢に似ていた。  

トルーダンⅠは（青史－＝召スーダン／聡史触）埠里づ、、里青ばニュノソ心  

ゴー）こ穿ちず、隠感や磨ウた。   

弱虫王〃いて一 澱も踵盛や逮速ヒ生長したのlまル尺／多ナて、、ニュー  

ソルゴー、ルリくブ．z∂、トlし一ダ1ン1！ま珂稽廣や、黒須在東榎雰ぐ革き汚か  

った。   

首メJ収受〕こ／つ＋いて－－一 家郭の貰右る甚建立射与に刈攻ウく性常tたの  

！ま穏当ゃばか、ぶ、両分く九による卑生への影響芝発患もイ、考えて刈奴  

老脅りた。／～ヱ同メりとも）乙〟〝Jヱ♂メ（環藩政翌を京レ 業東嶺菜種メぐ  

凄佃や、他のぜ寄席は宛人ゞ羞逮ギぢかった。このこと）よ果実在来種の尊皇  

が薄く、法生収受がサ怨β＼った事Y、熱廟彰他者檜k較べて著ゼ、っ  

よるものと考えち訳る，  
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析）以上のこと鳥、ち、奉ボ簸せ寮も考叔ガ苛窄はル尺こトユークイ、舷のネ   

甚種も後宮の在来稚lこ較べて壊れてい石こ￥が緒ウた。  

め ニュ＿ソlしゴー¢／甘骨象媛穫したものも、鰭入樺手と払駁しイ藤   

倉朝鞠できるものと為えち弧た。  

青刈セうもづこし と ソルで－の渾格常簸  

短婁電 波逸一三そ各  

r／）笥  爾   

′喝旬の増収と相成毅咤〉く易たっく凄も埠尊ヒぷる刷鎗の給血、健一にと  

うも方こしのこ夜革労カの韓求愛切ろたの、Jア芽浜lニカいて実施したのイ  

琴るぶ、傑耕する耳鼻ヰ考クた憲実在来規収入亨で、きヂ、止公方く衣賓を  

渓種芝便現したため全件柳二1k童水ケ怨メヽケた♂そ、本旨暦は夢収壮扮／  

付柔軟櫻老嬢クて、鍾算残の惑雄の追試の奏戒む含めて事試級友父鵜した  

建）試 練 烏 法   

灯）要弟場希点 上壌  電気屈強竜堵頑固壕  茨確守、犬山攻上  
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せデントコ▼ン ル尺ノヱ∂  

匝）遠別及面積  

叫・ナ斉妻こ、芸億  

し二） 戊  ノ穿  
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匪）施肥葦＝／クを巻）  

塞Ⅷ雲ヒして「把ヱ♂♂∂噌、磁啓′／喀、碓遅憂／／∠穆、嘘身辺乎ク呼薯飽堵し   

／回㌦J後、ソノLっゃ一諺璃彪濱渚酎二ば成風ヱクえ㌢左退為れた。又＿とう   

1ノづこし∠可清彦ドは、硯多ぶ、～噂、穐退局jゴ彗塊相ヱg増え施した。   
rづ 櫨婚筆一皮打方戎（／♂盛事ノ  

包とうも巧こレ タ瑠 ソルっ、㌧∠ヤ  

畦巾 ／♂帥〃未婚  

（ト）埴曜日唱  j♂泰子月／／召  

とうもろヱしヱ残務はク声ノクコ  

r、）〕礪 玄 或 鋒   

折）賛訝彪次、生育状親  

密苛牒1＝す∫召乙‖ト、ぶ相て＼、ソルイ、一の窟訝ポとぅも方こいこ  

托乾して竿かっ声。々の後の監葡ば帝作財セもに順調で・誘ったが、  

生育の温む）て襲って、許2忍jニ糸いてソ／しブ、・がし￥うもろこいこ解  
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5  累積始め  

努ヱ頂メり  （〝．／♂）  

W、P  壁棟嘲  

∫ 律かちみ拭登用摘  

（切 青 刈 噸 置  

ク月J相セ／ク月〟弓の上回刈の薦某k巨美刀j軋りF考るり  

化しソルゴ、”）ま頚生麦別相、Yうもろヱしほj適作宜行クた。  

ー／管J－   
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件）′考  衆  

要芽津ソJしで－ぶ孝サ撃く．メロ同のf月ノヱヨ）二）よ≠♂静以上愛好し  

たd†、どうも考こいま室琶力餅玖ヱ窟者したのは∂円田のチ司〆8せ  

易った。孝の嶺、作物の姿常連廣の相遁d＼ち、ゼうゎろこしが噛）．夏ソ  

ルナノ萱調うように有った。ぞ切ためソけグーの法扇が時に他者与執  

るよう）こぼ見られ毒力＼っ及ぶ、土膏の進むに額づて、オフ檻（1Y、D  

夢♂、∫ヱ．ク〕）くき いて上紳ポ安く遽へいさ刈、ソルで一甘諸tく神変  

ぎオ1た。  
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ヱのヱ乞は′回刈の単式、かちも毒終抑られ声。とうもろヱしのj同等は  

〃切目勿β月j8ヒ密者し、初期生育は相調せあったオく、、孝功後のキ財  

♂たの下草が粘邪支頂げ睦めで落か→た。   

倒†ぞ）こづいては、窃綴の襲来が督く比紫郎天領に葦才利たため、宅賭  

爾1亡ば大した被暑はるかったボ、7嘗／β臼の雷雨1ニよって、Y・ちう′づこ  

し学確泣や≠花序倒伏し、身上温イ、は、Yうもろ三しメヾ7若かに勧だレ、  

ソルゴ㌧）二よっで負えち㍍でいる舞発ボ見ちポ、そ♂他グ且－ドけ榊状Ii  

ガかっセ。ヱ同作のYうも方こし）ま、富夫′タ†紡がったた†り倒サギはみノ・ち羽  

石かった。   

車刈1lヌ筆）二′ワも＼くは、今宵はツルゴーの習収他藩種老後牒したた坤、  

鰊体酎又蟹季く、夢つ／固州婚の増力ロも造或才点くYぶ、そ■＞ノーニぐ   

即す、ソ心コ㌧博確温1二紅涙1てゴク～劇的句増収や苛っ／ェ亡   

2I針刺そlまソルゴ、一撃措区止り増収レたのは、身チビオ擾小J‘ン・・だt叶  

せ・孝の他の酎ま伺訳も減収した。   

ヱのヱヒは、稽葎草城・1こより、ノルダー功場数がケくない7くのて、考ちボ、  

生育J〈該好だったたの減収動ま牝穀匂や少者くイすみ、／へヱ同刈含令状  

璧】く歪いて、とうもスヱし撃椿悦属が身ノ好き仮し、ては、ヱ叫」／ア％ の  

増収Ⅹ泉した。  

（チ）容  きう   

抽 ソルゴー老華賭する1こ琴た，く／回メ州叉辛苦増すたの、曳首刀逢い  

￥うもちこし監濃賭す毒場合、Yうもろヱし ■％ こ ソiLゞ－．？ロブ：け  

ノクニ♂♂ 程度雰ヾよい。   

㈲ 啓鋼帯よ産土、苛も障蕃Y／甘羞、とちもろヱし切創於に〃いて注、＼ノ  

ルゴ＼⊥藍ヂク免玖工淡砥するこYlこよっイ昔規以外の微雨で考訳ば小、・卜  

慮り形止することがそ写る。   

い〉：シ㌢考ろこし♂2切認）ま、紺稚の芋嘘、その琴の斉篠孝）くよって、  

用頼ぶ不昂項や虐磯雄巧いボ、ソ心ゴーの乱数利渾は努、食か一少舟く／紅  

いミとが脾ウた。  
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